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ふりがな いっぱんしゃだんほうじん みんなのおうちはるはうす 

団体名 一般社団法人 みんなのお家ハルハウス 

代表者名 井上正貴 

連絡先 

住所 岡山県倉敷市水島北春日町 5 番 17 号 

TEL 080-3898-8106 

E-mail minnanoouchi.haru.house@gmail.com 

URL https://haruhouse-official.com/ 

設立年（西
暦） 

      2024 年 

助成活動名 様々な困難を抱える個人や家庭を支える地域拠点の基盤強化 

助成額      2,000,000 円 

活動内容 

目的 

 

2024 年度の助成を受け、無事に法人化を迎えたが、まだまだ安定した財源や人材
の確保、中長期的な視点での計画の策定には至っていない。 
組織基盤の強化に向けた第一歩として、先ずは支援体制の構築と事務局機能の確
保に踏み出す。 
 

内容 

 
前述した目的に向けて、まずは会員や寄付増加を意図した活動の組み立てを行
う。基本的な食事や食糧の提供を行うイベントに加え、自前事業でもあるカレー
の販売の強化、講演活動などによる、寄付や会員登録の呼びかけ「関わりしろ」
を増やすように努める。 
 

当初の計
画からの
変更点 

 
・物価高騰の影響を受けて、倉敷市から「物価高騰対策支援金」が子ども食堂等に
対しても支給された。これを受け、通常開催の「水島こども食堂ミソラ♪」、春・
夏・冬の長期休みに開催する「宿題&ごはん会」に、「ちいさな食堂みにそら」を
加え、計 30 回以上の様々な形態の子ども食堂イベントを開催した。 

 
・税理士費用の支払いが、当初の想定以上の助成金を充当する額に変更を行った。 
 
・倉敷市、社会福祉協議会、子ども食堂が参加するネットワークの連携団体として、 
様々な検討会やワークショップにゲストや講師として参加した。 

 

成果 

 
・新企画の誕生はそのまま新規の参加者にリーチすることにつながった。 
年間で 1000 名以上が食事を基本とした企画に参加した。 

 
・会員数は 2025 年度に 80 名を超えたが、経理に係る必要経費などの面からも未
だ安定した活動基盤を築くには課題が多いことが浮き彫りになった。 

 
・倉敷市内 31 団体が参加するプラットフォームの代表を務めることとなった。 
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今後の課題
と対応策 

 
前述した経理面での費用に関する変更は、そのまま組織の課題が反映されている。 
 
十分な資金がないために、必要な経費であるはずのものも助成金に頼らざるを得ず、組織基盤
の強化の一歩目と考えた会員や寄付の増加だけでは、安定した財源の確保には至らない。 
 
言い換えれば、組織基盤の強化とは、会員や寄付の増加ではなく、そのさらに手前にあるもの
ではないかという考えに至っている。 
 
その手前にあるものとは、主に団体のミッション。 
個人の思いではなく、全体の言葉。 
プレイヤー視点だけでなく、マネジメントの視点。 
 
そこで、次年度に向けては、活動そのものを本当に基盤強化し、安定的な財源と確保や人材の
獲得に向けて、組織診断や中長期計画の策定にチャレンジすることとする。 
 
（この報告書を書いている時点で、すでにアンケートやヒアリングは終えており、ここに出た
課題とほぼ同じような事柄が課題としては上げられている。この取り組みを経て、企業からの
寄付や支援そのものの質を高めることなど、組織全体を強化していくものとしたい。） 
 



写真の提出 

 

 
 
 
 
 
 
 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


